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〈第 20 回〉私たちの健康は私たちの手で！
　　　 米沢市食生活改善推進協議会
■ 問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181

■ 問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

〈第 79 回〉大腸がんが増えています

　いまやがんは日本人の死因の第
１位です。２人に１人は生涯にが
んにかかると推定されています。
2017 年の部位別のデータでは、死
亡数が多いのは１位が肺がん、２
位が大腸がん、３位が胃がん、４
位が膵臓がん、５位が肝臓がんで
す。男性の１位は肺がん、女性の
１位は大腸がんです。一方、新た
にがんと診断された人の数は、１
位が大腸がん、男性の１位は胃が
んですが２位は大腸がん、女性は
１位が乳がん、２位が大腸がんで
す。大腸がんはすでに胃がんを抜
いて、最近大変増えてきています。
　大腸がんが増えてきた背景に
は、食生活の欧米化が指摘されて

　高齢化が進む日本、そのなかで
増えている病気は何でしょうか？
それは「がん」です。がんは遺伝
子に傷のついた細胞が不死化し
て、分裂を続け、無秩序に増え続
ける病気です。年をとると遺伝子
に傷がつきやすくなります。また、
免疫も衰え、がんを退治できなく
なってしまうため、高齢化に伴っ
て、がんが増えるのです。

〈今月のドクター〉

第二内科長

 佐藤 智佳子 医師

● 健康寿命の延伸につながる食育

の推進

　健康で長生きするためには、子
どもの頃から健康な食習慣を身に
つけ、生涯にわたって健康的に過
ごし、健康寿命の延伸につながる
よう、主食・主菜・副菜を組み合
わせて栄養のバランスに配慮した
食習慣を身につけることが大切で
す。この「食」に関する活動を実
践している食生活改善推進員をご
紹介します。
　「食生活改善推進員」とは、食
を通した健康づくりの担い手とし

て、地域の人々とともに食生活を
通じて元気で活力ある健康なまち
づくりを推進していくボランティ
ア活動を行う人のことで、愛称「ヘ
ルスメイト」と呼ばれています。
現在、市内８地区で 160 人のヘル
スメイトが登録されており、親子
の料理教室や生活習慣病予防の料
理教室、郷土料理の伝承を行うな
ど地域に根ざした活動をしていま
す。また、市民の健康づくりを推
進するため、健診結果説明会で減
塩料理やだしを使った適塩味噌汁
の試食を提供するなど減塩につい
てのアドバイスも行っています。
　食生活改善推進協議会愛宕支部
では、今年、健康長寿のまちづく
りの推進事業として、県立米沢栄

います。赤身肉やベーコンなどの
加工肉の摂取はリスクを増し、食
物繊維の摂取はリスクを下げると
いわれています。また、運動もリ
スクを下げるとされています。
　大腸がんは早期のうちに治療す
れば、治る病気です。便潜血検査
による大腸がん検診は、少量の出
血も検出することができ、死亡率
を減少させることが科学的に証明
されています。検査で異常がみつ
かったら、大腸内視鏡検査を受け
て、早期にがんを発見し、治療を
しましょう。家族で大腸がんにか
かった人がいる場合は、大腸がん
のリスクが高いので、特に検査を
受けることをお勧めします。

養大学と連携し、地元食材を使っ
た料理教室や食育イベントなどを
開催しています。
　米沢市食生活改善推進協議会は
昭和 55 年４月に設立され、今年
で 40 周年を迎えることができま
した。「食」を通して健康長寿のま
ちづくりが広がるよう一緒に活動
してみませんか？

40周年記念式典の様子


